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徳
田
秋
聲
「
隣
の
医
師
）
1
（

」
は
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
、
投
書
雑
誌
『
秀

才
文
壇
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
家
族
と
共
に
山
国
の
温
泉
宿
に
逗
留
す
る
「
僕
」

の
日
記
記
事
六
日
分
で
構
成
さ
れ
る
日
記
体
の
小
説
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
で

は
ま
と
ま
っ
た
同
時
代
評
は
な
く
単
行
本
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
先
行
研

究
で
は
大
木
志
門
が
作
家
と
そ
の
周
囲
を
モ
デ
ル
と
す
る
身
辺
性
を
指
摘
）
2
（

、
山

口
直
孝
が
「
事
実
の
提
示
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
）
3
（

」
日
記
体
の
小
説
と
し
て
言

及
す
る
他
、
研
究
者
の
関
心
を
ひ
い
て
こ
な
か
っ
た
。

　

本
稿
は
「
隣
の
医
師
」
に
関
し
て
、
明
治
四
十
年
頃
に
出
版
さ
れ
た
作
家
の

日
記
と
そ
の
受
容
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
日
記
体
の
小
説
と
し
て
の
位
置
を
検

討
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
こ
の
時
期
の
作
家
の
日
記
が
置
か

れ
た
状
況
を
確
認
し
た
い
。

　

明
治
後
期
は
教
育
分
野
に
お
け
る
日
記
の
活
用
や
出
版
社
に
よ
る
日
記
帳
出

版
の
過
熱
を
通
じ
、
日
記
が
注
目
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
特
に
青
少
年
向
け
に

日
記
は
文
章
修
行
の
一
環
と
し
て
推
奨
さ
れ
、
個
人
の
日
記
習
慣
が
喚
起
さ
れ

た
。
こ
の
時
期
の
文
芸
・
投
書
雑
誌
に
は
頻
繁
に
学
者
・
教
育
者
・
作
家
等
が

日
記
の
効
用
を
論
じ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。
他
方
、
同
時
期
に
青
少
年
、
と

り
わ
け
文
学
を
愛
好
す
る
層
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
作
家
の
来
歴
や
交
友
関
係

等
の
身
辺
情
報
で
あ
っ
た
。
日
比
嘉
高
が
明
治
三
十
年
頃
の
投
書
雑
誌
『
新
声
』

誌
上
で
「
作
家
の
性
向
と
そ
の
作
品
と
を
照
応
さ
せ
て
読
む
よ
う
な
読
書
法
）
4
（

」

が
伝
達
さ
れ
た
と
論
じ
る
よ
う
に
、
明
治
三
十
年
代
半
ば
ご
ろ
か
ら
雑
誌
上
で

作
家
の
身
辺
情
報
が
取
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
四
十
年
頃
も
引
き
続

い
て
興
味
を
ひ
い
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
記
そ
の
も
の
へ
の
注
目
と
、
作
家
の
身
辺
情
報
へ
の
関
心

が
交
錯
す
る
中
で
、
作
家
の
日
記
が
注
目
さ
れ
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う
に

ほ
ぼ
同
時
に
出
版
さ
れ
た
の
が
、
い
ず
れ
も
物
故
作
家
の
日
記
で
あ
る
尾
崎
紅

葉
『
十
千
萬
堂
日
録
）
5
（

』
と
国
木
田
独
歩
『
欺
か
ざ
る
の
記
）
6
（

』
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
十
月
に
発
行
さ
れ
、
当
代
作
家
の
日
記
と
し

て
注
目
を
集
め
た
。
次
項
で
は
二
冊
の
単
行
本
が
文
学
愛
好
者
た
ち
に
ど
の
よ

う
に
し
て
受
容
さ
れ
た
か
を
探
り
た
い
。

　

た
だ
し
、
前
提
と
し
て
確
認
し
た
い
の
は
、
こ
の
時
期
に
日
記
を
公
開
す
る

明
治
四
十
年
頃
の
作
家
の
日
記
と
日
記
体
の
小
説

│
│ 

紅
葉
・
独
歩
・
秋
聲
の
作
例
か
ら 

│
│

石
　
川
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ん
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行
為
自
体
が
あ
く
ま
で
も
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
出
来
事
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
日
記
執
筆
の
効
用
が
説
か
れ
、
複
数
の
日
記
や
日
記
文
範
、
日

記
体
の
小
説
が
出
版
流
通
し
た
時
期
で
は
あ
る
が
、
日
記
を
書
く
こ
と
と
そ
れ

を
公
に
す
る
こ
と
の
間
に
は
隔
た
り
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
、
や
や
煩
雑
な
が
ら
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
の
『
中
学
世

界
）
7
（

』
の
ア
ン
ケ
ー
ト
記
事
「
文
士
諸
家
の
日
記
観
」
を
参
照
し
た
い
。
こ
こ
で

は
、
日
記
執
筆
に
よ
る
作
文
力
の
向
上
や
生
活
記
録
の
意
義
自
体
は
認
め
つ
つ

も
公
開
に
は
慎
重
な
意
見
が
頻
出
す
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
ア
ン
ケ
ー
ト
記
事

の
引
用
で
、
そ
れ
ぞ
れ
引
用
の
終
り
に
つ
け
た
回
答
者
名
は
引
用
者
に
よ
る
。

　

其
の
日
〳
〵
の
感
情
を
書
い
た
日
記
を
公
に
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
考
へ

物
で
、
な
る
程
読
む
人
は
面
白
い
に
違
ひ
な
い
が
、
彼
の
紫
式
部
の
日
記

な
ど
に
し
て
も
公
に
さ
れ
た
為
め
、
却
つ
て
後
世
で
は
、
清
少
納
言
よ
り

行
ひ
が
悪
か
つ
た
と
か
、
何
と
か
い
は
れ
も
す
る
や
う
な
次
第
で
。
自
分

で
自
分
の
顔
へ
泥
を
塗
る
や
う
な
こ
と
が
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
こ
れ
は

考
ふ
べ
き
こ
と
だ
と
思
ふ
。 

（
塚
原
渋
柿
）

　

死
後
、
直
ち
に
日
記
を
公
に
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
一
寸
考
ふ
べ
き
こ

と
だ
。
尤
も
余
程
経
つ
て
か
ら
後
で
あ
れ
ば
好
い
と
思
ふ
が
、
其
の
日
記

中
の
関
係
者
が
現
存
し
て
ゐ
る
頃
出
す
の
は
ど
う
か
、
考
へ
物
で
あ
る
。

 

（
沼
波
瓊
音
）

　

文
体
は
造
作
な
く
書
く
為
め
に
、
言
文
一
致
で
書
い
て
居
る
が
、
自
分

の
考
へ
で
は
、
決
し
て
日
記
を
後
に
ま
で
残
さ
ず
、
死
ぬ
時
は
悉
皆
焼
い

て
了
は
う
と
思
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。 

（
巌
谷
小
波
）

　

近
頃
、
よ
く
日
記
が
出
版
さ
れ
る
や
う
だ
が
、
私
一
箇
の
考
で
は
決
し

て
其
那
事
を
し
た
く
は
な
い
。
無
論
人
に
見
せ
る
為
め
の
日
記
で
は
な
く
、

単
に
自
分
の
心
覚
え
に
す
る
為
め
で
あ
る
か
ら
、（
中
略
│
│
引
用
者
注
）

死
ぬ
時
に
は
是
非
焼
い
て
了
は
う
と
思
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。

 

（
江
見
水
蔭
）

　

一
体
封
建
時
代
の
風
習
と
し
て
、
自
分
の
内
証
事
を
他
人
に
語
つ
た
り

書
い
て
見
せ
た
り
す
る
の
は
、
大
に
耻
と
し
た
処
で
其
昔
風
の
ぬ
け
ぬ
私

は
、
人
に
見
せ
て
は
な
ら
ぬ
事
を
日
記
に
書
き
ま
せ
ん
。 

（
内
藤
鳴
雪
）

　

此
頃
は
西
洋
に
於
て
も
、
有
名
な
書
簡
、
日
記
が
多
く
公
刊
さ
れ
る
や

う
で
あ
り
ま
す
（
中
略
│
│
引
用
者
注
）
だ
が
、
そ
れ
は
出
版
し
て
、
一

般
の
読
書
会
に
裨
益
を
与
へ
る
や
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
い
ゝ
が
、
唯
単
に

自
己
の
好
奇
心
を
満
す
と
い
ふ
や
う
な
も
の
で
は
、
感
心
さ
れ
ま
せ
ん
、

そ
の
上
日
記
を
出
版
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
時
機
、
そ
の
内
容
を
選
択
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
へ
ま
す
。 

（
片
上
天
弦
）

　

僕
の
日
記
帳
は
一
種
の
雑
嚢
で
、
論
文
の
下
書
も
あ
り
、
旅
行
記
も
あ
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り
、
読
書
か
ら
書
き
抜
い
た
章
句
や
、
飲
食
物
の
品
定
め
ま
で
も
記
入
し

て
あ
る
。
だ
か
ら
決
し
て
他
人
に
見
せ
ら
れ
ぬ
秘
密
の
も
の
だ
。

 

（
長
谷
川
天
渓
）

　

本
特
集
回
答
者
九
名
中
七
名
）
8
（

が
日
記
の
効
用
を
認
め
つ
つ
日
記
の
公
開
、
ひ

い
て
は
出
版
に
懐
疑
を
示
す
。
背
景
に
は
、
鳴
雪
が
「
封
建
時
代
」
と
指
摘
す

る
よ
う
な
考
え
方
が
あ
る
。
十
世
紀
以
降
の
日
本
で
「
宮
廷
儀
式
、
有
職
故
実

の
た
め
の
手
控
え
」
と
し
て
具
注
暦
に
記
さ
れ
た
「
日
録
」
の
影
響
を
指
摘
す

る
鈴
木
貞
美
）
9
（

、
さ
ら
に
鈴
木
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
千
葉
功
）
10
（

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

明
治
後
期
は
「
家
」
の
中
で
記
録
を
継
承
す
る
た
め
の
前
近
代
的
な
日
記
と
、

個
人
が
書
き
・
読
む
近
代
的
な
日
記
が
混
在
し
て
い
た
そ
の
な
か
で
、
日
記
の

役
割
に
「
家
」
と
い
う
狭
い
共
同
体
中
で
の
情
報
伝
達
を
求
め
る
世
代
に
と
っ

て
は
日
記
を
近
代
の
出
版
市
場
に
流
通
さ
せ
不
特
定
多
数
に
回
覧
す
る
こ
と
に

は
抵
抗
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
出
版
さ
れ
た
日
記
で
あ
る
、『
十
千
萬
堂
日

録
』
と
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
が
、
特
に
文
学
者
と
文
学
を
愛
好
す
る
読
書
層
に

以
下
に
受
容
さ
れ
た
か
を
検
討
し
た
い
。

一
　『
十
千
萬
堂
日
録
』
と
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
受
容
の
差
異

　
『
十
千
萬
堂
日
録
』
は
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
十
月
三
十
日
に
没
し

た
尾
崎
紅
葉
が
、
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
元
旦
か
ら
十
月
十
日
ま
で
記

し
た
日
記
に
、
附
録
と
し
て
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
四
月
二
十
三
日
実

施
の
「
銚
子
紀
行
」
を
寄
せ
て
出
版
さ
れ
た
。「
十
千
萬
堂
」
は
紅
葉
の
俳
号

で
あ
り
、
単
行
本
全
体
か
ら
俳
句
趣
味
が
窺
え
る
。
紅
葉
は
そ
の
死
後
す
ぐ
か

ら
作
品
が
立
て
つ
づ
け
に
出
版
さ
れ
た
。
生
前
に
企
画
が
あ
っ
た
博
文
館
の
全

集
の
み
な
ら
ず
、
遺
稿
と
し
て
明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
『
病
骨
録
）
11
（

』、

明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
『
紅
葉
書
翰
集
）
12
（

』、
明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）

年
に
『
紅
葉
遺
文
）
13
（

』、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
に
『
紅
葉
遺
稿
）
14
（

』
が
出

版
さ
れ
た
。『
十
千
萬
堂
日
録
』
の
出
版
も
こ
の
流
れ
の
中
に
あ
る
。
こ
れ
ら

の
出
版
物
を
受
容
す
る
読
者
の
ま
な
ざ
し
は
、
次
に
掲
げ
る
『
病
骨
録
』
の
紹

介
記
事
に
あ
ら
わ
れ
る
。

　

尾
崎
紅
葉
山
人
が
其
の
生
前
明
治
文
壇
の
泰
斗
と
仰
が
れ
、
其
の
死
後

明
治
文
学
史
の
第
一
頁
に
奮
闘
者
の
勇
名
を
記
す
べ
き
は
、
吾
人
が
敢
て

茲
に
贄
す
る
ま
で
も
な
く
、
江
湖
の
等
し
く
首
肯
す
る
所
な
り
。
さ
れ
ば

氏
が
霊
筆
に
成
れ
る
と
し
言
へ
ば
、
断
篇
零
墨
だ
も
人
々
の
珍
重
せ
ざ
る

な
く
、
書
肆
争
ふ
て
是
れ
を
鉛
塹
に
附
し
て
、
世
に
布
か
ざ
る
も
の
無
し
）
15
（

。

　

右
と
同
じ
く
『
文
芸
倶
楽
部
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
十
千
萬
堂
日
録
』
の
紹
介

で
は
、
本
書
が
「
日
記
の
模
範
と
し
て
推
奨
す
べ
き
の
み
か
、
日
々
書
き
流
せ

し
不
用
意
の
字
句
に
、
何
人
も
企
及
し
能
は
ざ
る
底
の
面
白
味
あ
り
て
山
人
の

真
骨
頂
を
窺
ふ
に
足
る
）
16
（

。」
と
書
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
紅
葉
の
遺
文
な
ら

ば
「
断
篇
」
ま
で
も
一
見
せ
ん
と
す
る
読
者
の
眼
差
し
に
後
押
し
さ
れ
て
、
日
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記
や
書
簡
・
遺
稿
が
出
版
さ
れ
た
と
い
え
る
。
出
版
元
の
佐
久
良
書
房
が
広
告

に
「
日
記
は
最
も
偽
な
き
自
伝
」
で
あ
り
単
行
本
『
十
千
萬
堂
日
録
』
に
よ
っ

て
「
真
の
紅
葉
山
人
を
知
ら
れ
よ
）
17
（

」
と
掲
示
し
た
こ
と
も
類
型
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
硯
友
社
等
と
は
文
学
思
潮
を
異
に
す
る
『
早
稲
田
文
学
』
の
新
刊
紹
介

は
本
書
に
つ
い
て
、
装
丁
の
美
麗
を
指
摘
し
つ
つ
「
以
て
書
架
を
飾
る
べ
く
、

以
て
逝
け
る
紅
葉
山
人
の
平
生
を
知
る
べ
き
）
18
（

」
と
記
す
。
こ
の
よ
う
に
雑
誌
の

性
格
や
読
者
層
に
よ
っ
て
多
少
の
温
度
差
は
あ
る
も
の
の
、
単
行
本
『
十
千
萬

堂
日
録
』
は
お
お
む
ね
綴
ら
れ
た
内
容
の
検
討
と
い
う
よ
り
は
、
尾
崎
紅
葉
な

る
作
家
へ
の
関
心
や
作
家
を
記
念
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。
他

方
、『
欺
か
ざ
る
の
記
』
は
筆
者
個
人
を
記
念
す
る
性
格
の
本
で
は
な
い
。

　
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
は
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
六
月
二
十
三
日
に
没

し
た
国
木
田
独
歩
が
、
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
か
ら
明
治
三
十
（
一
八

九
七
）
年
ま
で
に
綴
っ
た
日
記
で
、
は
じ
め
に
刊
行
さ
れ
た
前
篇
に
は
明
治
二

十
六
（
一
八
九
三
）
年
二
月
か
ら
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
三
月
ま
で
一
年
間

の
日
記
を
収
録
す
る
。
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
後

篇
と
併
せ
、「
事
実
＝
感
情
＝
思
想
」
と
の
副
題
が
付
さ
れ
た
よ
う
に
、
本
単

行
本
中
に
示
さ
れ
る
日
記
に
は
日
常
生
活
の
記
録
と
い
う
よ
り
も
、
筆
者
の
感

想
が
多
く
綴
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
先
行
研
究
で
は
肖
羿
が
、
明
治
四
十
年
頃
に
「
日
記
を

つ
け
る
」
こ
と
は
「「
修
養
」
手
段
の
一
つ
と
し
て
言
説
空
間
に
流
通
し
て
い

た
）
19
（

」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
肖
は
同
論
考
で
、「
修
養
日
記
」
と
し
て
の

日
記
と
そ
の
執
筆
が
日
記
筆
者
を
「
自
己
反
省
・
自
己
管
理
の
制
度
へ
と
導
く
」

と
し
た
う
え
で
、「「
修
養
日
記
」
と
し
て
の
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
は
、「
煩
悶

青
年
」
で
あ
る
国
木
田
独
歩
の
挫
折
・
成
長
を
鮮
明
に
物
語
っ
て
い
る
。」
と

論
じ
た
。

　

こ
こ
で
、
日
記
筆
者
に
と
っ
て
の
「
修
養
」
効
果
の
有
無
は
保
留
す
る
と
し

て
も
、『
欺
か
ざ
る
の
記
』
に
「
青
年
」
の
「
反
省
」
の
主
題
を
読
む
潮
流
は

単
行
本
刊
行
時
既
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
先
に
引
用
し
た
明
治
四
十
一

（
一
九
〇
八
）
年
十
二
月
号
の
『
早
稲
田
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
相
馬
御
風
「
新

書
雑
感
）
20
（

」
に
は
、「
多
感
の
詩
人
独
歩
が
残
し
た
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
は
、
同

じ
時
代
に
於
け
る
青
年
の
生
き
た
思
想
史
で
あ
る
。」
と
記
し
、
島
崎
藤
村
や

北
村
透
谷
の
事
例
に
も
触
れ
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
欺
か
ざ
る
の
記
を
』（
原
文
マ
マ
│
│
引
用
者
注
）
読
ん
で
一
番
深
く

感
じ
た
こ
と
は
、
独
歩
が
反
省
の
人
で
あ
る
、
不
安
の
人
で
あ
る
、
動
け

る
人
で
あ
る
と
云
ふ
事
だ
。
感
じ
て
は
動
き
、
動
き
て
は
省
る
。
僕
は
此

の
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
が
、
反
省
の
記
で
あ
る
と
云
ふ
点
か
ら
、
寧
ろ
よ

り
多
く
興
味
を
覚
え
る
。（
中
略
│
│
引
用
者
注
）
独
歩
の
日
記
は
、
反

省
の
日
記
で
あ
る
。（
中
略
│
│
引
用
者
注
）

　
（
島
崎
藤
村
の
│
│
引
用
者
注
）『
春
』
と
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
と
を
併

せ
読
ん
で
始
め
て
あ
の
時
代
の
青
年
が
内
外
か
ら
窺
は
れ
る
。

　

こ
こ
で
御
風
は
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
を
、
独
歩
個
人
の
み
な
ら
ず
明
治
中
頃

の
「
青
年
」
の
「
思
想
」
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
捉
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
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同
誌
の
前
月
号
「
新
刊
書
一
覧
」
に
お
い
て
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
が
「
故
独
歩

氏
の
精
神
問
題
の
経
過
と
云
ふ
よ
り
は
明
治
新
人
の
心
の
歴
史
の
一
部
と
し
て

見
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
）
21
（

。」
と
評
さ
れ
る
こ
と
と
呼
応
す
る
。
す
な
わ
ち
、

『
欺
か
ざ
る
の
記
』
は
、
日
記
筆
者
個
人
の
思
想
や
経
歴
を
知
り
故
人
を
記
念

す
る
よ
り
は
、
日
記
筆
者
の
「
精
神
問
題
」
の
記
述
を
通
じ
て
同
世
代
の
「
青

年
」
の
「
思
想
」
を
う
か
が
う
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、

紅
葉
を
記
念
す
る
趣
の
強
い
『
十
千
萬
堂
日
録
』
と
は
異
な
る
受
容
が
さ
れ
た

と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
十
千
萬
堂
日
録
』
と
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
は
同
時
期
に
出

版
さ
れ
な
が
ら
、
一
方
は
尾
崎
紅
葉
そ
の
人
を
懐
か
し
み
記
念
す
る
書
と
し
て
、

一
方
は
「
明
治
」
の
「
青
年
」
の
思
想
と
精
神
の
「
歴
史
」
と
し
て
異
な
る
受

容
が
さ
れ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
、
次
項
で
は
作
家
の
日
記
と
明
治
四
十
年
前
後

に
流
行
し
た
日
記
体
の
小
説
と
の
関
係
を
、
田
山
花
袋
の
言
説
を
手
掛
か
り
に

検
討
す
る
。

二
　
日
記
と
日
記
体
の
小
説

　

田
山
花
袋
は
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
四
月
の
『
文
章
世
界
）
22
（

』
増
刊
号

中
の
〈
文
話
〉
欄
に
お
い
て
、『
十
千
萬
堂
日
録
』
と
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
を

比
較
、
同
時
に
こ
の
時
期
の
日
記
体
の
小
説
に
も
言
及
し
た
。
い
う
ま
で
も
な

く
、『
十
千
萬
堂
日
録
』
お
よ
び
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
の
刊
行
か
ら
本
増
刊
号

が
発
売
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
は
、
花
袋
が
実
在
の
青
年
の
日
記
を
材
料
に
小
説

『
田
舎
教
師
』
を
執
筆
・
発
表
し
た
期
間
と
重
な
る
の
で
、
日
記
へ
の
言
及
も

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
に
な
る
。
例
え
ば
〈
文
話
〉
欄
で
「『
日
記
』
に

顕
は
れ
た
其
人
の
人
物
は
、
大
抵
正
面
的
で
、
側
面
的
で
な
い
。」
と
し
つ
つ

「
作
者
が
『
日
記
』
を
材
料
に
し
て
其
人
物
を
描
か
う
と
す
る
場
合
に
は
、
全

然
其
の
『
日
記
』
を
信
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
感
想
と
情
緒
と
は
殊

に
信
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
）
23
（

。」
と
書
く
の
は
、
日
記
と
日
記
を
材
料
と
す

る
小
説
の
隔
た
り
を
端
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
小
説
に
つ
い
て
論

じ
る
前
に
、
花
袋
の
『
十
千
萬
堂
日
録
』
と
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
の
評
価
を
確

認
し
た
い
。

『
日
記
』
は
事
実
を
書
い
て
置
く
方
が
好
い
。
か
う
思
つ
た
と
か
、
あ
ゝ

思
つ
た
と
い
ふ
こ
と
よ
り
も
、
か
う
い
ふ
こ
と
を
し
た
、
あ
ゝ
い
ふ
こ
と

を
し
た
と
い
ふ
行
為
を
書
い
て
置
く
方
が
、『
日
記
』
と
い
ふ
も
の
ゝ
本

来
の
性
質
に
叶
つ
て
ゐ
る
。
自
己
の
後
年
の
追
憶
の
為
に
す
る
上
か
ら
言

つ
て
も
そ
の
方
が
便
利
だ
。『
十
千
萬
堂
日
録
』
は
流
石
に
紅
葉
山
人
だ

け
あ
つ
て
、
事
実
が
多
い
。
そ
こ
か
ら
い
ろ
〳
〵
な
場
景
と
情
緒
と
を
想

像
せ
し
む
る
に
足
る
事
実
と
行
為
と
を
記
し
た
も
の
が
多
い
。
そ
れ
に
引

き
か
へ
て
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
は
前
半
は
感
想
と
情
緒
と
が
多
く
、
毎

日
々
々
同
じ
こ
と
を
繰
返
し
繰
返
し
書
い
て
あ
る
の
で
、
ぢ
き
倦
き
て
了

ふ
ば
か
り
か
、
印
象
が
一
つ
も
分
明
と
浮
ん
で
来
な
い
。『
若
い
人
の
日

記
』
と
言
つ
た
や
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
）
24
（

。
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ご
く
大
雑
把
に
ま
と
め
れ
ば
、
こ
こ
で
花
袋
は
「
事
実
と
行
為
」
を
綴
る
『
十

千
萬
堂
日
録
』
に
軍
配
を
あ
げ
、『
欺
か
ざ
る
の
記
』
が
信
用
な
ら
な
い
「
感

想
と
情
緒
」
を
綴
る
点
に
不
満
を
述
べ
て
い
る
。
花
袋
の
評
価
は
先
に
触
れ
た
、

出
来
事
の
記
録
を
重
視
す
る
前
近
代
的
な
日
記
意
識
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
一
項
に
掲
げ
た
『
早
稲
田
文
学
』
誌
上
の
言
説
で
は
「
青
年
」「
反
省
」

「
多
感
」「
思
想
」
等
、
花
袋
が
批
判
す
る
「
感
想
と
情
緒
」
と
そ
こ
に
伴
う
「
若
」

さ
が
寧
ろ
評
価
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
は
、
明
治
四
十
年
頃
の
文
芸
雑
誌
上
に
お

け
る
日
記
へ
の
期
待
の
変
化
が
う
か
が
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、『
早
稲
田
文
学
』
誌
上
に
お
い
て
、
決
し
て
『
十
千
萬
堂
日
録
』

の
評
価
が
低
い
訳
で
は
な
い
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
事
実
の
記
録
」
を

重
視
す
る
日
記
が
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
事
実
を
重
視

す
る
日
記
よ
り
も
「
感
想
と
情
緒
」
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
『
欺
か
ざ
る
の
記
』

が
、
筆
者
よ
り
若
い
世
代
の
文
学
を
愛
好
す
る
青
年
層
に
好
ま
れ
た
こ
と
は
注

目
す
べ
き
で
あ
る
。
御
風
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
時
期
の
『
早
稲
田
文
学
』
執

筆
者
の
多
く
は
お
よ
そ
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
│
二
十
（
一
八
八
七
）
年
頃

の
生
れ
で
、
花
袋
よ
り
一
回
り
程
若
い
世
代
で
あ
る
。
こ
の
世
代
は
ち
ょ
う
ど
、

本
稿
の
冒
頭
で
触
れ
た
作
家
の
身
辺
記
事
や
、
御
風
が
挙
げ
た
透
谷
・
藤
村
ら

の
作
品
を
受
容
す
る
な
か
で
、
い
わ
ゆ
る
卓
越
し
た
自
我
・
思
想
を
求
め
た
世

代
で
あ
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
故
人
の
「
平
生
）
25
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」
を
描
き
だ
す
『
十
千
萬
堂
日

録
』
よ
り
も
「
煩
悶
青
年
」
の
思
想
を
直
截
に
描
き
出
す
点
で
『
欺
か
ざ
る
の

記
』
が
歓
迎
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　

と
は
い
え
、花
袋
が
書
い
た
よ
う
に
、思
想
や
感
想
の
提
示
を
主
と
す
る
『
欺

か
ざ
る
の
記
』
型
の
日
記
は
記
述
の
信
憑
性
に
欠
け
、
ま
た
「
毎
日
々
々
同
じ

こ
と
」
が
書
い
て
あ
る
点
に
お
い
て
も
、『
十
千
萬
堂
日
録
』
に
あ
る
よ
う
な

生
活
記
録
の
側
面
を
持
て
な
い
。
こ
こ
で
生
じ
る
の
が
、
日
記
に
卓
越
し
た
思

想
や
瞬
間
的
な
感
情
を
書
く
・
読
む
こ
と
を
求
め
る
こ
と
で
、
日
記
筆
者
個
人

の
記
録
と
し
て
の
日
記
の
価
値
が
薄
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
記
に
綴
ら
れ
た
感

情
や
思
想
に
記
述
が
焦
点
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
日
記
筆
者
そ
の
人
の
閲
歴
に
関

す
る
記
述
が
二
の
次
と
な
る
。
ま
た
、
読
書
が
日
記
に
綴
ら
れ
た
自
我
や
感
情

に
共
感
し
た
り
、
記
述
に
よ
っ
て
時
代
や
世
代
を
想
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
記
は
日
記
筆
者
個
人
で
は
な
く
、
世
代
を
代
表
し
た
り
象
徴
す
る
も
の
と
し

て
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
欺
か
ざ
る
の
記
』
は
、
明
治
の
「
青
年
」
の
歴

史
と
し
て
読
ま
れ
た
結
果
、
生
活
記
録
や
日
記
筆
者
自
身
の
経
歴
な
ど
は
二
の

次
と
し
て
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
記
筆
者
の
日
常
生
活
は
二
の
次
と
し
て
、
む
し
ろ
強
烈

な
感
情
や
思
想
の
発
露
を
日
記
に
求
め
る
と
、
そ
れ
は
花
袋
が
日
記
の
「
本
来

の
性
質
」
と
い
う
事
実
の
記
録
か
ら
離
れ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
求
め
ら
れ
る
日

記
の
分
量
も
変
化
す
る
。
事
実
の
記
録
や
日
記
筆
者
の
閲
歴
を
重
視
す
る
な
ら

ば
、
言
う
ま
で
も
な
く
情
報
を
も
り
こ
み
日
記
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

あ
る
程
度
詳
細
で
ま
と
ま
っ
た
量
の
記
述
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
感
情
や
思

想
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、「
毎
日
々
々
同
じ
こ
と
が
繰
返
し
繰
返
し
書
い
て
あ
」

る
と
読
者
が
「
倦
き
」
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
劇
的
な
記
述
が
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に

提
示
さ
れ
れ
ば
よ
い
。
と
す
れ
ば
、『
欺
か
ざ
る
の
記
』
型
の
日
記
は
累
積
さ

れ
た
記
録
で
は
な
く
、
瞬
間
的
な
感
情
を
印
象
的
に
綴
り
、
読
ま
せ
る
も
の
に
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な
る
の
で
、
短
く
て
良
い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
感
情
を
印
象
的
に
綴
る
日
記
を
考
え
る
と
、
本
来
の
日
記
よ
り

む
し
ろ
同
時
期
の
日
記
体
の
小
説
の
議
論
が
そ
の
性
質
を
言
い
当
て
て
い
る
。

こ
こ
で
は
先
に
引
用
し
た
『
文
章
世
界
』
の
〈
文
話
〉
欄
で
花
袋
が
、
前
田
晃

の
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
翻
訳
集
）
26
（

を
取
り
上
げ
た
指
摘
を
例
と
し
た
い
。

　

巻
首
に
書
い
て
あ
る
「
ホ
ル
ラ
」
宇
宙
に
は
我
々
の
感
覚
に
は
感
じ
ら

れ
な
い
何
物
か
ゞ
あ
る
と
し
て
、
其
怖
れ
を
日
記
体
に
書
い
た
も
の
、
あ

れ
な
ど
は
当
然
一
人
称
で
書
く
べ
き
も
の
で
、
三
人
称
で
は
書
け
な
い
も

の
か
も
し
れ
な
い
。（
中
略
│
│
引
用
者
注
）
ホ
ル
ラ
は
何
方
か
と
い
ふ

と
面
白
く
読
ま
せ
得
る
性
質
の
事
柄
で
は
な
く
、
随
つ
て
書
き
ば
え
の
す

る
物
で
も
無
い
。
が
我
々
は
あ
の
作
を
読
み
出
す
と
、
主
人
公
の
不
思
議

な
る
心
理
も
、
最
後
に
自
分
の
家
へ
火
を
放
つ
と
い
ふ
狂
人
め
い
た
事
も
、

何
等
の
無
理
も
な
く
読
ん
で
行
く
。
そ
し
て
其
れ
が
作
者
（
日
記
筆
者
の

意
か
│
│
引
用
者
注
）
の
強
い
感
情
に
引
き
ず
ら
れ
て
行
く
の
で
、
強
い

感
情
は
一
人
称
で
書
い
て
あ
る
為
め
に
あ
れ
程
に
現
は
れ
て
居
る
の
だ
と

思
は
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
あ
れ
が
若
し
三
人
称
で
書
い
て
あ
つ
た
な
ら

ば
、
不
思
議
な
心
理
は
唯
不
思
議
と
し
て
の
み
感
じ
ら
れ
て
、
或
は
最
後

ま
で
深
い
興
味
を
似
て
（
原
文
マ
マ
│
│
引
用
者
注
）
読
め
な
か
っ
た
の

か
も
知
れ
ぬ
と
思
つ
た
）
27
（

。

　
「
ホ
ル
ラ
」
は
五
月
八
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で
三
十
九
日
分
の
日
記
記
事
で

構
成
さ
れ
る
日
記
体
の
小
説
で
あ
る
。
分
量
か
ら
分
か
る
よ
う
に
日
記
が
綴
ら

れ
る
頻
度
に
は
む
ら
が
あ
り
、
そ
れ
は
日
記
筆
者
の
精
神
状
況
に
依
存
す
る
。

「
ホ
ル
ラ
」
の
日
記
筆
者
は
悪
夢
に
う
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
原
因
を

超
常
的
存
在
の
ホ
ル
ラ
に
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
目
に
見
え
な
い
ホ
ル
ラ
が
自

身
に
憑
い
て
い
る
と
考
え
た
日
記
筆
者
は
、
ホ
ル
ラ
を
殺
す
た
め
に
屋
敷
に
放

火
す
る
が
、
結
果
と
し
て
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ
ー
た
ち
を
焼
殺
し
て
し
ま
う
。
焼
け

落
ち
た
屋
敷
を
見
て
ホ
ル
ラ
は
火
で
は
死
な
な
い
と
考
え
を
変
化
さ
せ
た
日
記

筆
者
は
「
す
れ
ば
│
│
す
れ
ば
│
│
俺
は
自
分
が
死
な
ね
ば
な
ら
ぶ
と
思

ふ
！
」
と
自
死
の
予
感
を
記
し
日
記
は
終
わ
る
。
日
記
記
述
の
大
半
は
知
覚
で

き
ぬ
超
常
現
象
へ
の
怖
れ
と
狂
気
に
陥
る
精
神
的
危
機
に
割
か
れ
る
。

　

山
口
直
孝
は
前
掲
書
で
日
記
体
の
小
説
に
つ
い
て
「
主
人
公
の
精
神
的
な
葛

藤
を
直
截
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
有
効
な
手
段
）
28
（

」
と
指
摘
す
る
。「
ホ
ル
ラ
」

は
山
口
が
指
摘
す
る
典
型
を
踏
襲
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。そ
し
て
、『
欺

か
ざ
る
の
記
』
を
「
感
想
と
情
緒
」「
毎
日
々
々
同
じ
こ
と
」
を
書
い
て
あ
る

と
批
判
し
た
花
袋
が
「
ホ
ル
ラ
」
は
日
記
筆
者
の
感
情
が
あ
ら
わ
れ
る
た
め
に

成
功
と
評
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
日
記
と
日
記
体
の
小
説
を
隔
て
る
価

値
判
断
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
の
日
記
で
は
歓
迎

さ
れ
な
い
感
情
的
な
記
述
が
日
記
体
の
小
説
で
は
評
価
さ
れ
る
。

　

明
治
四
十
年
前
後
の
日
記
体
の
小
説
の
流
行
に
お
い
て
、
作
品
の
多
く
が
精

神
的
な
危
機
を
扱
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
理
由
の
一
端
も
こ
こ
に
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
本
来
記
録
を
主
と
す
る
日
記
が
、
作
家
の
身
辺
情
報
へ
の
関
心
と
重

な
る
な
か
で
、
文
学
青
年
た
ち
が
ま
な
ざ
す
卓
越
し
た
感
情
や
思
想
を
描
き
だ
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す
空
間
と
し
て
求
め
ら
れ
た
結
果
、
感
情
や
思
想
を
効
果
的
に
提
示
で
き
る
一

人
称
文
体
の
形
式
と
し
て
日
記
体
が
流
行
し
た
。
一
方
で
、『
十
千
萬
堂
日
録
』

型
、
日
記
筆
者
の
平
生
を
綴
る
型
は
読
者
の
要
求
に
沿
わ
ず
、
日
記
自
体
の
伝

記
的
側
面
は
評
価
さ
れ
つ
つ
も
、
小
説
と
し
て
は
好
ま
れ
な
く
な
る
。
日
記
が

備
え
る
記
録
の
役
割
が
薄
れ
、
感
情
や
思
想
を
強
調
す
る
日
記
体
の
小
説
が
量

産
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
記
録
を
重
視
し
感
情
や
思
想
の
発
露
を
抑
圧
す
る
日
記
体
の
小
説
は

皆
無
で
は
な
い
。
例
え
ば
徳
田
秋
聲
の
「
隣
の
医
師
」
は
、
前
掲
書
で
山
口
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、「
事
実
の
提
示
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
」
日
記
体
の
小
説

で
あ
る
。
次
項
で
は
、
流
行
と
一
致
し
な
い
「
隣
の
医
師
」
に
お
け
る
日
記
記

述
の
特
徴
を
検
討
し
た
い
。

三
　「
隣
の
医
師
」
に
お
け
る
感
情
抑
圧

　
「
隣
の
医
師
」
は
「
△
五
月
二
十
日
」「
△
二
十
一
日
」「
△
二
十
二
日
」「
△

二
十
三
日
」「
△
二
十
四
日
」「
△
二
十
六
日
」
と
記
さ
れ
る
六
日
分
の
日
記
記

事
で
構
成
さ
れ
る
。
温
泉
宿
に
逗
留
す
る
日
記
筆
者
「
僕
」
の
日
常
生
活
が
多

く
綴
ら
れ
る
日
記
で
、
宿
や
客
の
様
子
や
女
中
の
噂
話
が
淡
々
と
記
さ
れ
る
筆

致
か
ら
は
、
確
か
に
山
口
が
指
摘
す
る
よ
う
な
事
実
を
記
録
す
る
日
記
と
読
め

る
。
一
方
、「
隣
の
医
師
」
の
日
記
中
に
日
記
筆
者
の
感
情
が
全
く
綴
ら
れ
な

い
わ
け
で
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
綴
ら
れ
な
い
二
十
五
日
前
後
、
肺
病
の
診
断

後
の
日
記
記
述
に
お
い
て
、
出
来
事
が
起
き
た
時
点
と
そ
の
こ
と
を
日
記
綴
る

時
点
の
ず
れ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

日
記
の
前
半
、
二
十
三
日
午
後
に
行
わ
れ
た
医
師
の
診
察
ま
で
、
日
記
は
お

お
む
ね
そ
の
日
に
起
き
た
出
来
事
の
事
実
を
淡
々
と
綴
る
。
一
方
、
二
十
三
日

に
肺
病
と
診
断
さ
れ
て
以
降
の
日
記
に
は
、
日
記
筆
者
が
直
面
す
る
精
神
的
な

危
機
が
記
述
の
ず
れ
に
伴
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
筆
致
も
変
化
す
る
。
二
十
三
日
に

行
わ
れ
た
診
察
と
肺
病
の
診
断
が
日
記
に
綴
ら
れ
る
の
は
「
△
二
十
四
日
」
で

あ
る
。
そ
の
理
由
は
日
記
筆
者
自
ら
「
昨
日
の
晩
方
（
二
十
三
日
の
夜
│
│
引

用
者
注
）
は
、
少
し
面
喰
つ
た
の
で
、
僕
は
診
察
の
模
様
を
記
す
勇
気
が
な
か

つ
た
。」
と
綴
る
通
り
、
診
断
結
果
に
衝
撃
を
受
け
た
ゆ
え
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

こ
こ
で
記
録
と
い
う
行
為
を
妨
げ
る
の
が
日
記
筆
者
の
精
神
的
危
機
で
あ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。

　

精
神
的
危
機
を
抱
え
な
が
ら
執
筆
さ
れ
た
日
記
は
「
△
二
十
三
日
」「
△
二

十
四
日
」
で
あ
り
、
例
え
ば
「
僕
は
一
日
、
失
心
し
て
暮
し
た
。」「
僕
は
部
屋

の
真
中
に
突
立
つ
た
ま
ゝ
、
堪
へ
が
た
い
寂
寞
を
感
じ
た
。」（
△
二
十
四
日
）、

「
僕
は
頭
脳
が
シ
ー
ン
と
し
て
来
た
。
胸
に
は
動
悸
も
高
つ
て
来
た
。」（
△
二

十
四
日
）
等
の
記
述
に
そ
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
一
方
で
、
日
記
筆
者
は
感

情
的
な
筆
致
を
避
け
よ
う
と
す
る
。
先
の
引
用
部
で
も
、
日
記
筆
者
の
感
じ
る

「
寂
寞
」
や
危
機
感
は
「
僕
は
│
し
た
」
の
話
型
で
感
情
を
抑
圧
し
、
自
身
の

行
動
や
感
情
を
過
去
の
事
実
と
し
て
記
録
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
精
神
的
危
機
の
渦
中
に
あ
る
日
記
筆
者
が
感
情
を
抑
圧
し
事

実
を
綴
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、
隣
の
医
師
の
診
察
の
様
子
を
記
す
部
分
に
よ
く

あ
ら
わ
れ
る
。「
隣
の
医
師
」
に
お
け
る
日
記
に
記
さ
れ
る
平
坦
な
日
常
の
中
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で
転
機
と
な
る
の
は
、
隣
の
医
師
に
よ
っ
て
日
記
筆
者
に
肺
病
の
診
断
が
下
さ

れ
る
出
来
事
で
あ
る
。
診
察
の
模
様
は
「
△
二
十
四
日
」
と
記
さ
れ
た
日
記
に

記
述
さ
れ
て
い
る
が
実
際
に
診
察
が
行
わ
れ
た
の
は
二
十
三
日
で
あ
り
、
こ
こ

に
は
時
間
的
な
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、「
△
二
十
三
日
」

と
「
△
二
十
四
日
」
の
継
ぎ
目
を
見
て
み
た
い
。

（「
△
二
十
三
日
」
末
尾
│
引
用
者
注
）

僕
は
間
も
な
く
、
妻
に
促
さ
れ
て
隣
の
医
者
の
玄
関
口
へ
入
つ
て
行
つ
た
。

△
二
十
四
日

　

今
朝
、
此
処
に
下
宿
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
、
大
尉
を
初
め
て
廊
下
で
見
た
。
顎

髯
の
品
よ
く
疎
に
生
え
た
武
張
つ
た
風
采
で
あ
る
。
女
中
の
話
で
は
、
山
形
の

人
だ
と
言
ふ
が
、
成
程
然
云
ふ
地
方
色
は
、
様
子
に
も
著
し
か
つ
た
。

（
中
略
│
女
中
に
よ
る
大
尉
の
噂
話
│
引
用
者
注
）

　

さ
て
昨
日
の
晩
方
は
、
少
し
面
喰
つ
た
の
で
、
僕
は
診
察
の
模
様
を
記
す
勇

気
が
な
か
つ
た
。

　

隣
の
医
師
の
家
に
は
、
丁
度
宿
の
大
尉
が
遊
び
に
行
つ
て
ゐ
た
。
脚
の
病
気

を
し
て
ゐ
る
と
か
云
ふ
、
大
な
猟
犬
の
首
玉
を
撫
で
な
が
ら
大
尉
は
、
上
口
に

腰
か
け
て
、
高
声
で
話
込
ん
で
ゐ
た
。

　
「
△
二
十
三
日
」
の
記
述
が
中
断
し
「
△
二
十
四
日
」
に
続
い
た
こ
と
は
明

ら
か
だ
が
、「
△
二
十
四
日
」
は
「
診
察
の
模
様
」
の
描
写
か
ら
で
は
な
く
「
今

朝
」
つ
ま
り
二
十
四
日
朝
の
記
録
か
ら
始
ま
る
。
こ
こ
で
朝
の
記
録
、
大
尉
に

関
す
る
噂
話
の
記
述
は
、
医
師
の
診
察
と
そ
の
結
果
を
記
す
た
め
の
導
入
部
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。「
△
二
十
三
日
」
末
尾
に
お
い
て
日
記
筆
者
が
入
っ

た
と
記
述
す
る
「
隣
の
医
者
の
玄
関
口
」
に
は
ま
さ
に
件
の
大
尉
が
い
た
の
で

あ
り
、
玄
関
か
ら
進
ん
だ
先
で
行
わ
れ
た
「
診
察
の
模
様
」
を
記
す
た
め
の
媒

介
と
し
て
大
尉
の
噂
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
日
記
筆
者
は
「
△
二
十
四

日
」
に
大
尉　

の
噂
話
を
日
記
に
記
し
た
か
ら
こ
そ
、
前
日
に
中
断
し
た
「
診

察
の
模
様
」
を
記
す
と
い
う
行
為
を
再
開
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、

そ
も
そ
も
何
故
「
診
察
の
模
様
」
を
記
す
の
に
「
勇
気
」
が
必
要
な
の
か
。
そ

れ
は
も
ち
ろ
ん
、
自
身
が
肺
病
で
あ
る
と
い
う
危
機
の
た
め
で
あ
る
。

　
「
診
察
の
模
様
」
が
記
さ
れ
た
部
分
の
特
徴
と
し
て
、
執
念
的
な
ま
で
に
詳

細
な
描
写
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
記
筆
者
は
「
△
二
十
六
日
」
に
お
け

る
「「
ま
さ
か
、
そ
ん
な
ぢ
や
な
い
と
私
は
思
ふ
」
と
、
目
を
舜
つ
て
、
自
分

で
否
認
す
る
や
う
な
口
を
利
い
た
。」
の
記
述
か
ら
自
明
で
あ
る
通
り
、
自
ら

が
肺
病
で
あ
り
死
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
「
否
認
」
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
で
も
記

述
を
し
よ
う
と
す
る
時
、「
否
認
」
せ
ん
と
す
る
自
己
を
抑
え
る
た
め
に
選
択

さ
れ
る
の
が
感
情
を
抑
圧
し
た
詳
細
な
描
写
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
肺
病
宣
告
の
以
前
か
ら
医
師
の
診
察
は
明
ら
か
に
異
様
で
あ
る
。

先
約
の
患
者
が
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
記
筆
者
を
長
時
間
待
た
せ
る
こ
と

や
、
診
察
前
に
「
講
義
で
も
す
る
や
う
な
調
子
で
」
症
状
と
無
関
係
な
長
話
を

す
る
こ
と
、「
効
能
は
先
無
い
」
と
断
じ
た
温
泉
を
後
に
な
っ
て
「
相
当
に
効

験
」
が
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
は
、
日
記
筆
者
が
医
師
に
疑
念
を
抱
く
に
十
分
な
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要
素
で
あ
る
。
実
際
は
じ
め
は
医
師
を
「
真
摯
な
研
究
的
の
体
度
（
原
文
マ
マ

│
│
引
用
者
注
）」
と
称
し
た
日
記
筆
者
だ
が
、
中
途
で
は
長
話
を
続
け
る
医

師
を
「
狂
熱
の
気
味
」
と
し
て
「
挙
動
で
そ
れ
を
圧
止
し
た
」
と
し
て
、
評
価

を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
日
記
筆
者
は
生
じ
た
疑
念
を
日
記
に
綴
ら

な
い
。
医
師
へ
の
疑
念
は
診
断
へ
の
疑
念
に
つ
な
が
り
、
そ
う
な
れ
ば
「
肺
病
」

の
診
断
と
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
危
機
を
巡
っ
て
結
論
の
無
い
煩
悶
の

記
述
が
続
く
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
感
情
を
抑
圧
し
て
「
診
察
の
模
様
」
を
書
き
終
え
た
日
記
筆
者

は
、
書
き
終
え
た
ま
さ
に
今
、
自
身
が
肺
病
で
あ
り
死
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
想
起

す
る
精
神
的
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
「
△
二
十
四
日
」
の
末

尾
は
そ
れ
ま
で
の
詳
細
な
記
述
と
相
反
し
て
「
僕
は
叮
嚀
に
送
ら
れ
て
、
こ
の

荒
れ
た
や
う
な
医
者
の
家
を
出
た
。」
の
一
文
を
も
っ
て
唐
突
に
切
れ
る
。
す

な
わ
ち
自
身
の
危
機
を
書
く
こ
と
自
体
が
、
日
記
筆
者
に
と
っ
て
は
「
勇
気
」

を
必
要
と
す
る
困
難
な
試
み
で
あ
り
、
記
述
は
動
揺
や
疑
念
な
ど
の
感
情
を
抑

圧
し
て
し
か
な
し
得
な
い
。

　
「
診
察
の
模
様
」
以
外
の
部
分
に
お
い
て
も
、
感
情
を
抑
圧
し
な
が
ら
生
活

を
記
録
す
る
日
記
の
綴
ら
れ
方
は
同
じ
で
あ
る
。
反
復
さ
れ
る
「
僕
は
〜
し
た
」

の
表
現
は
、
過
去
形
の
日
記
筆
者
「
僕
」
を
記
録
・
規
定
し
「
こ
う
で
あ
っ
た
」

と
確
認
し
て
ゆ
く
作
業
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
日
記
筆
者
の
周
囲

を
取
り
囲
む
他
者
も
ま
た
「
妻
は
〜
し
た
」「
女
中
は
〜
し
た
」「
医
者
は
〜
し

た
」
等
と
同
一
の
形
式
で
記
述
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
記
筆
者
が
人
物
を
記

述
す
る
こ
と
は
、
他
者
と
の
関
係
性
の
中
で
自
己
を
位
置
付
け
る
試
み
と
な
る
。

「
僕
」
と
周
囲
の
他
者
を
同
時
並
行
で
記
述
す
る
こ
と
で
自
己
の
位
置
付
け
を

明
文
化
す
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
こ
と
を
端
的
に
あ
ら
わ
す
の
は
、「
△
二
十
四
日
」
で
唐
突
に
用
い
ら

れ
る
「
旅
の
患
者
」
と
い
う
自
称
で
あ
る
。「
診
察
の
模
様
」
を
記
す
場
面
で

日
記
筆
者
は
、「
医
者
は
、
旅
の
患
者
を
ベ
ツ
ド
に
押
据
ゑ
る
と
、
何
か
煮
物

で
も
し
て
あ
る
ら
し
く
、
気
忙
し
さ
う
に
奥
へ
入
つ
て
行
つ
た
ま
ゝ
、
暫
く
出

て
来
な
か
つ
た
。」
と
し
て
、
自
ら
を
「
旅
の
患
者
」
と
称
す
る
。
自
ら
を
三

人
称
的
視
点
で
描
写
し
た
こ
の
表
現
は
、
テ
ク
ス
ト
の
表
題
「
隣
の
医
師
」
に

対
応
す
る
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
他
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。
他
者
を
自
分
の
逗
留

す
る
宿
の
「
隣
」
に
住
む
「
医
師
」
と
し
て
、
自
ら
を
「
隣
の
医
師
」
か
ら
見

た
時
に
余
所
者
で
あ
る
「
旅
」
人
の
「
患
者
」
と
し
て
綴
る
こ
と
は
、
他
者
と

の
関
係
性
の
中
で
自
己
を
位
置
付
け
て
ゆ
く
行
為
の
発
現
で
あ
る
。

　

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
二
十
三
日
夕
方
に
肺
病
の
診
断
を
下
さ
れ
た
日
記

筆
者
の
精
神
的
危
機
は
、
二
十
五
日
夕
方
に
東
京
か
ら
到
着
し
た
磯
野
医
師
の

診
察
に
よ
っ
て
肺
病
が
否
定
さ
れ
る
部
分
ま
で
の
約
二
日
間
に
渡
る
。
二
十
五

日
夜
は
飲
酒
し
、
日
記
を
書
か
な
か
っ
た
の
で
、
二
十
六
日
に
な
っ
て
か
ら
前

日
を
ふ
り
か
え
り
綴
っ
た
の
が
「
△
二
十
六
日
」
の
記
事
と
な
る
。
こ
こ
で
「
△

二
十
六
日
」
日
記
冒
頭
の
記
述
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

不
安
な
二
三
日
が
過
ぎ
た
。

　

僕
は
何
を
す
る
の
も
億
劫
に
な
つ
た
。
夫
婦
間
に
は
色
々
の
シ
ミ
ジ
ミ

し
た
話
が
交
さ
れ
た
。
弱
い
涙
の
零
れ
る
や
う
な
こ
と
も
あ
つ
た
。
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僕
は
毎
日
ケ
レ
オ
ソ
ー
ト
の
香
の
す
る
散
薬
と
、
水
薬
と
を
服
ん
だ
。

　

引
用
部
で
「
不
安
な
二
三
日
」
と
指
さ
れ
る
の
は
、
二
十
三
日
夕
方
か
ら
二

十
五
日
夕
方
ま
で
の
、
日
記
筆
者
が
精
神
的
危
機
の
渦
中
に
あ
っ
た
期
間
に
他

な
ら
な
い
。
こ
の
間
、
日
記
筆
者
が
「
弱
い
涙
の
零
れ
る
」
様
子
、
す
な
わ
ち

自
身
の
精
神
的
危
機
を
記
さ
な
い
た
め
に
、
日
記
に
は
二
十
五
日
の
記
事
が
欠

落
し
て
い
る
。
日
記
筆
者
が
自
身
の
精
神
的
な
危
機
を
綴
る
の
は
、
あ
く
ま
で

も
そ
れ
が
解
消
さ
れ
た
の
ち
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
日
記
の
前
半
、「
△
五
月
二
十
日
」「
△
二
十
一
日
」

「
△
二
十
二
日
」
に
綴
ら
れ
た
も
の
を
確
認
し
た
い
。
再
三
確
認
し
た
よ
う
に

本
作
に
お
け
る
日
記
は
事
実
の
記
録
を
重
視
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に

他
者
と
自
己
と
の
関
係
性
が
重
点
的
に
綴
ら
れ
る
。
作
品
タ
イ
ト
ル
の
「
隣
の

医
師
」
が
日
記
筆
者
の
逗
留
す
る
宿
の
隣
に
診
療
所
を
構
え
る
ゆ
え
に
そ
う
呼

ば
れ
、
そ
の
診
察
を
受
け
る
日
記
筆
者
が
自
身
を
「
旅
の
患
者
」
と
称
す
る
こ

と
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
作
は
冒
頭
か
ら
日
記
筆
者
と
そ
の
周
囲
を
取
り
巻

く
他
者
と
を
対
置
し
て
記
述
さ
れ
て
ゆ
く
。

　

宿
の
部
屋
に
荷
物
を
置
い
た
の
ち
「
落
着
悪
さ
う
に
」
座
る
「
僕
等
夫
婦
」

や
「
も
う
ド
ン
〴
〵
劇
し
い
響
を
立
て
ゝ
」
走
り
回
る
子
供
、
酒
を
飲
む
「
商

人
風
の
男
が
二
三
人
」
等
、
日
記
筆
者
は
自
分
が
見
聞
き
し
た
他
者
の
言
動
を

詳
細
に
記
録
す
る
中
で
、
自
身
の
位
置
付
け
を
描
き
だ
す
。
こ
こ
で
は
、
他
者

と
の
関
係
性
を
基
軸
と
し
て
、
自
己
の
生
活
を
記
録
す
る
方
法
が
取
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
個
人
的
な
煩
悶
や
感
情
を
綴
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
日
記
筆
者
は

孤
独
に
陥
る
こ
と
に
な
り
、
自
己
の
生
活
を
綴
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
精
神
的
危
機
を
脱
し
た
日
記
筆
者
は
直
接
的
に
隣
の
医
師
を
非
難
す

る
記
述
を
す
る
の
で
は
な
く
、
隣
の
医
師
宅
か
ら
聞
こ
え
る
「
子
供
の
泣
声
」

を
綴
り
な
が
ら
女
中
や
磯
野
医
師
の
噂
話
を
記
す
こ
と
で
、
間
接
的
に
誤
診
の

安
堵
や
隣
の
医
師
の
悲
哀
を
描
き
だ
し
た
。

　

本
作
に
お
い
て
感
情
表
出
を
避
け
、
身
辺
性
も
明
示
し
な
い
日
記
体
の
効
果

は
、
精
神
的
な
危
機
に
直
面
す
る
自
己
の
記
録
を
綴
ろ
う
と
し
な
が
ら
、
一
方

で
不
安
を
直
接
的
に
綴
る
こ
と
自
体
を
避
け
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
直
接
的
な

感
情
表
現
を
避
け
な
が
ら
危
機
の
推
移
を
記
録
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
直
接
的
な
感
情
表
現
や
日
常
生
活
か
ら
逸
脱
し
た
思
想
の
発
露
を
重
視
す

る
こ
の
時
期
の
日
記
体
の
小
説
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
不
安
定
な

自
己
や
そ
の
感
情
を
あ
け
す
け
に
綴
る
の
で
は
な
く
、
不
安
定
な
自
己
を
綴
る

こ
と
そ
の
も
の
に
ま
つ
わ
る
不
安
を
、
感
情
を
抑
圧
し
つ
つ
日
付
の
ず
れ
に

よ
っ
て
顕
在
化
す
る
作
品
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

日
記
体
の
小
説
は
、
日
記
と
い
う
形
式
が
備
え
た
特
微
の
う
ち
、
精
神
性
や

秘
密
の
暴
露
と
い
っ
た
も
の
を
前
面
に
押
出
し
な
が
ら
、
筆
者
の
感
情
や
思
想

を
直
接
的
に
表
現
す
る
も
の
と
し
て
流
行
し
て
い
っ
た
。「
隣
の
医
師
」
が
発

表
時
耳
目
を
集
め
ず
、
ま
た
感
情
を
抑
圧
し
た
日
記
を
提
示
す
る
型
の
日
記
体

の
小
説
が
好
ま
れ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
文
学
愛
好
者
た
ち
の
日
記
へ
の
期
待
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が
す
で
に
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
型
、
感
想
や
思
想
を
重
視
す
る
方
向
に
む
か
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

日
記
体
の
小
説
は
こ
の
時
期
に
、
そ
れ
ま
で
の
記
録
を
重
視
す
る
日
記
か
ら

離
れ
、
感
情
表
出
型
へ
む
か
っ
て
ゆ
く
。
本
来
の
日
記
に
重
視
さ
れ
た
出
来
事

の
記
録
で
は
な
く
、
個
人
の
内
面
や
感
情
表
出
の
記
述
に
重
点
を
お
く
も
の
と

し
て
流
行
し
た
結
果
、
本
来
の
日
記
と
は
異
な
る
独
自
の
日
記
体
と
変
化
し
た
。

　

性
質
の
異
な
る
二
つ
の
日
記
、『
欺
か
ざ
る
の
記
』
と
『
十
千
万
堂
日
録
』

が
ほ
と
ん
ど
同
時
に
出
版
さ
れ
る
な
か
で
、『
日
記
の
本
来
の
性
質
」
を
備
え

る
と
指
摘
さ
れ
る
後
者
で
は
な
く
、
感
情
表
出
を
主
と
す
る
前
者
を
歓
迎
し
た

文
学
愛
好
者
た
ち
の
中
で
は
こ
の
時
期
に
、「
日
記
」
に
対
す
る
期
待
が
変
化

し
た
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
明
治
四
十
年
代
後
半
に
は
感
情
を
重
視
す
る
日
記

体
の
小
説
が
流
行
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
山
口
が
「
作
者
と
同
質
の
書

き
手
が
苦
衷
を
語
っ
て
い
く
型
だ
け
が
重
視
さ
れ
」
日
記
体
の
小
説
が
衰
退
し

た
と
指
摘
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
が
、
そ
の
一
方
で
「
隣
の
医
師
」
の
よ
う
な

別
型
の
作
例
が
試
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

注

（
１

） 　

徳
田
秋
聲
「
隣
の
医
師
」『
秀
才
文
壇
』
第
九
巻
第
十
八
号
（
明
治
四
十
二
年
八
月

二
十
日
）

（
２

） 　

大
木
志
門
「
秋
聲
文
学
に
お
け
る
「
自
然
主
義
」
と
「
私
小
説
」
の
結
節
点
│
│
明

治
四
〇
年
代
短
篇
小
説
の
達
成
」
紅
野
謙
介
・
大
木
志
門
編
『
21
世
紀
日
本
文
学
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
⑥　

徳
田
秋
聲
』（
平
成
二
十
九
年
二
月　

ひ
つ
じ
書
房
）

（
３

） 　

山
口
直
孝
「『
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
日
記
』
論
│
│
敵
対
す
る
日
記
」『「
私
」
を
語

る
小
説
の
誕
生
│
│
近
松
秋
江
・
志
賀
直
哉
の
出
発
期
』（
平
成
二
十
三
年
三
月　

翰

林
書
房
）

（
４

） 　

日
比
嘉
高
『
自
己
表
象
の
文
学
史　

自
分
を
書
く
小
説
の
誕
生
《
私
小
説
研
究
文
献

目
録
増
補
版
》』（
二
〇
〇
八
年
十
一
月　

翰
林
書
房
）

（
５

） 　

尾
崎
紅
葉
『
十
千
萬
堂
日
録
』（
明
治
四
十
一
年
十
月　

佐
久
良
書
房
）

（
６

） 　

国
木
田
独
歩
『
欺
か
ざ
る
の
記
』（
前
編
：
明
治
四
十
一
年
十
月　

後
編
：
明
治
四

十
二
年
一
月　

い
ず
れ
も
佐
久
良
書
房
（
共
同
刊
行
：
隆
文
館
））

（
７

） 　
『
中
学
世
界
』
第
十
二
巻
一
号
（
明
治
四
十
二
年
一
月
）

（
８

） 　

懐
疑
的
な
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
い
の
は
河
合
醉
茗
お
よ
び
蒲
原
有
明
。

（
９

） 　

鈴
木
貞
美
「「
日
記
」
お
よ
び
「
日
記
文
学
」
概
念
を
め
ぐ
る
覚
書
」『
日
本
研
究
』

（
二
〇
一
一
年
十
月
）

（
10
） 　

千
葉
功
編
『
日
記
に
読
む
近
代
日
本
２　

明
治
後
期
』（
二
〇
一
二
年
五
月　

吉
川

弘
文
館
）

（
11
） 　

尾
崎
紅
葉
著
、
巌
谷
小
波
編
『
病
骨
録
』（
明
治
三
十
七
年
三
月　

文
禄
堂
）

（
12
） 　

尾
崎
紅
葉
著
、
星
野
麦
人
編
『
紅
葉
書
翰
集
』（
明
治
三
十
九
年　

博
文
館
）

（
13
） 　

尾
崎
紅
葉
著
、
星
野
麦
人
・
篠
山
吟
葉
編
『
紅
葉
遺
文
』（
明
治
四
十
三
年
一
月　

隆
文
館
）

（
14
） 　

尾
崎
紅
葉
著
・
石
橋
思
案
編
『
紅
葉
遺
稿
』（
明
治
四
十
四
年　

博
信
堂
書
房
）

（
15
） 　
「
紹
介
」『
文
芸
倶
楽
部
』
第
十
巻
第
五
号
（
明
治
三
十
七
年
四
月
一
日
）

（
16
） 　
「
紹
介
」『
文
芸
倶
楽
部
』
第
十
四
巻
第
五
号
（
明
治
四
十
一
年
十
二
月
一
日
）

（
17
） 　

広
告
の
引
用
は
田
山
花
袋
『
田
舎
教
師
』（
明
治
四
十
二
年
十
月
、
佐
久
良
書
房
）

（
18
） 　
「
新
刊
書
一
覧
」『
早
稲
田
文
学
』
第
三
十
七
号
（
明
治
四
十
一
年
十
二
月
一
日
）

（
19
） 　

肖
羿
「「
煩
悶
青
年
」
と
「
修
養
日
記
」
│
│
近
代
日
記
文
学
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
論
」

『
跨
境
』
十
四
号
（
二
〇
二
二
年
）

（
20
） 　

相
馬
御
風
「
新
書
雑
感
」『
早
稲
田
文
学
』
第
三
十
七
号
（
明
治
四
十
一
位
年
十
二

月
一
日
）

（
21
） 　
「
新
刊
書
一
覧
」『
早
稲
田
文
学
』
第
三
十
六
号
（
明
治
四
十
一
位
年
十
一
月
一
日
）

（
22
） 　

田
山
花
袋
「
日
記
の
種
類
」『
文
章
世
界
』
第
六
巻
第
六
号
（
明
治
四
十
四
年
四
月
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十
五
日
）

（
23
） 　

注（
22
）に
同
じ
。

（
24
） 　

注（
22
）に
同
じ
。

（
25
） 　

注（
18
）に
同
じ
。

（
26
） 　

前
田
晃
訳
『
短
編
十
種　

モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
集
』（
明
治
四
十
四
年
二
月　

博
文
館
）

（
27
） 　

田
山
花
袋
「
一
人
称
と
三
人
称
」『
文
章
世
界
』
第
六
巻
第
六
号
（
明
治
四
十
四
年

四
月
十
五
日
）

（
28
） 　

注（
3
）に
同
じ
。


